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１．2023年度東三河防災カレッジの概要

本事業では関東から九州の広い範囲で強い揺れと大津波が発生するとされる南海トラフ

巨大地震や激甚化・頻発化する豪雨災害に伴う人的被害と経済的被害を最小限に抑えるた

め、平時から防災・減災対策に主体的に取り組むことが必要不可欠である。災害発生時に

おいてもその被害状況に応じた適切な判断と行動がとれるよう行政や民間で活躍できる防

災事務者を養成する防災教育プログラム「東三河防災カレッジ」を実施した。

今年度の東三河防災カレッジでは全10回の防災セミナーを開催した。また、関東大震

災から100年を振り返り、防災に関係する社会の変化を考える機会として防災カレッジ修

了後の2月に防災シンポジウムを開催した。



２．2023年度東三河防災カレッジの実施プログラム
防災セミナー

オンライン講義7回＋現地開催3回
防災シンポジウム

ハイブリッド形式（会場＋Zoom配信）



３．防災セミナーの概要
昨年度までは講義ごと（例：1回目、3回目、5回目）に申込を受け付けていたが、今年

度はコース制として、7回のオンライン講義は参加を必須とし、現地開催は任意参加とし
た。防災コースには30人が申し込み、延べ256人が受講した。
参加者の内訳としては会社員や公務員の方が多く、チラシやホームページなどを通じて

防災セミナーに申し込まれた方が多かった。



３．防災セミナーの募集ポスター



講義概要 参加者数
講義回数 講義日時/場所 講義タイトルと担当講師 Zoom オンデマンド 現地

第1回目 2023/10/11 (水)
Zoom

日本の防災減災の現状と対策
講師：齊藤大樹(豊橋技科大) 20 10

第2回目 2023/10/25 (水)
Zoom

東三河で発生する水災害
講師：加藤茂、豊田将也(豊橋技技科大) 18 12

第3回目 2023/11/01 (水)
Zoom

建物をどうやって耐震化するか
講師：松井智哉、仲田章太郎(豊橋技科大) 16 14

第4回目 2023/11/18 (水)
Zoom

ちょっと特殊な耐震補強法のお話
講師：松本幸大(豊橋技科大) 17 13

第5回目 2023/11/15 (水)
Zoom

大空間構造の構造設計
講師：瀧内雄二(豊橋技科大) 9 21

第6回目 2023/11/22 (水)
Zoom

地域地盤特性と地盤災害
講師：松田達也、内藤直人(豊橋技科大) 16 14

第7回目 2023/12/01 (金)
Zoom

災害時に負けない組織をつくるBCP
講師：増田幸宏(芝浦工業大学) 17 13

第8回目 2023/12/15 (金)
豊川

令和5年6月豪雨に関する見学会
講師：国土交通省中部地方整備局豊橋河川事務所 13

第9回目 2024/01/18 (木)
emCampus

南海地震臨時情報ワークショップ
講師：岡田光恵実(豊橋市役所防災危機管理課) 18

第10回目 2024/02/02 (水)
emCampus

emCampus西棟の現場見学会
講師：鹿島建設㈱豊橋駅前大通2丁目工事事務所 15

３．防災セミナーの概要



４．短期履修コースの実施結果

講義名
難易度 役立ち度 満足度

日本の防災減災の現状と対策
講師：齊藤大樹(豊橋技科大) 2.6 4.5 4.3
東三河で発生する水災害
講師：加藤茂、豊田将也(豊橋技技科大) 2.9 4.4 4.3
建物をどうやって耐震化するか
講師：松井智哉、仲田章太郎(豊橋技科大) 3.0 3.8 3.7
ちょっと特殊な耐震補強法のお話
講師：松本幸大(豊橋技科大) 2.6 3.4 3.4
大空間構造の構造設計
講師：瀧内雄二(豊橋技科大) 3.0 4.4 4.0
地域地盤特性と地盤災害
講師：松田達也、内藤直人(豊橋技科大) 3.0 3.9 3.8
災害時に負けない組織をつくるBCP
講師：増田幸宏(芝浦工業大学) 3.0 4.5 4.0

2023年度の合計・平均 2.8 4.1 3.9

2022年度の合計・平均 3.0 4.2 4.1

シンポジウムを実施した今年度は昨年度よりも参加者数が80人増加の220人であった。講
義の難易度や役立ち度、満足度などは昨年と同程度であった。



４．短期履修コースの実施結果「講義の感想（良かった点など）」

 豊橋は特に明海は高潮や液状化に注意する必要があることと南海トラフは近い将来絶対にやってくる
のでその備えを考えることを改めて認識しました。

 大規模災害発生時に人的被害を少なくするにはどうればよいか、どういった訓練を日頃からしておけ
ばよいかなど最近の話題をまとめて頂き有意義でした。

 身近な事例を使用して講義をしていただき、理解が深まりました。職場は梅田川、家は柳生川が近く
にあり、早めの避難と避難準備をしていきたいです。

 発展として、非構造物の地震対策も扱っていただけるとありがたいです。命を守るという観点では、
工場には重たい電纜や天井走行クレーンがありますし、使い続けるという点では配管類もケアが必要
ですので。

 着剤の性質や応力、引張力について、合板と一素材の素材で強度が異なることがわかりました。日常
で触れない内容ですので、難しかった。

 6/2の豪雨災害の状況について，テレビ等ではわからなかった梅田川や柳生川周辺の浸水状況を知る
ことができて大変参考になった。

 BCP作成に向けた考え方等について大変参考になりました。それと同時に策定自体非常に困難な業務
の一つだと思うと気が重いです。



５．防災シンポジウム
本年度のシンポジウムは建物耐震化だけではなくインターネットの普及による防災分野の
情報化も進化していることから、「地震防災のキーワード：耐震化と情報化」をテーマに、
福和伸夫先生（名古屋大学名誉教授）と臼田 裕一郎先生（防災科学技術研究所 総合防
災情報センター長）に基調講演を依頼した。防災シンポジウムは現地（穂の国とよはし芸
術劇場プラット アートスペース）とZoomウェビナーを併用するハイブリッドで開催した。

パネルディスカッション基調講演



６．最後に
今年度は全10回の防災セミナーと防災シンポジウムを開催し延べ364人の申し込みが

あった。昨年度に比べて150人程度も申込者数が増加しており、防災意識が高まっている
と考えられる。
参加者からは講義内容が分かりづらいという意見が多少ある一方、建物だけではなく天

井クレーンなど非構造部材についても触れてほしいという意見もあり、受講者からは今後
の継続が期待されている。
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